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研究成果の概要（和文）：本研究は、海外10ヶ国（ガーナ，インド，中国，トルコ，メキシコ，ブラジル, アメ
リカ，ドイツ，フランス，日本）の研究協力者らと連携し、それぞれの国々で同一内容の「食の伝統と現代」に
関する調査を実施し、その結果を比較するというものであった。研究代表者の事情により2度にわたる活動の中
断があった が，10ヶ国でのデータ収集は無事完了し，研究成果の一部をすでに複数の論文で発表した。また第2
年度（2017年）には8カ国の研究者を日本に招聘して国際会議 を開催し,さらに第4年度（2019年）には日本心理
学会年次大会において「食の伝統と現代」に関するシンポジウムを開催した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study was to compare the attitudes of people in ten 
countries (Ghana, India, China, Turkey, Mexico, Brazil, USA, Germany, France, and Japan) towards 
traditional and modern dietary applying the same questionnaires to the people in each country. 
Although our research activities were suspended twice due to the circumstances of a foreign 
investigator, data compilation in 10 countries was completed successfully and some of the research 
results have been already published on several scientific journals. In 2017, the second year of the 
research project, we invited researchers from eight countries to Okinawa, Japan, to hold an 
international meeting to summarize the data collected in each country and to discuss perspectives of
 the research. In addition, we organized a symposium entitled “Understanding Traditional and Modern
 Eating” at the annual meeting of the Japanese Psychological Association in 2019, the fourth year 
of the project.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
食行動は生物的行動であると同時に環境と社会/文化の影響を大きく受ける行動でもある。現代の，巨大化した
飲食産業は何をいかに食べるかと言う食行動の様相を一変させてきた。本研究は，食行動の統制に関する学術的
関心のみならず，世界10カ国における食の現在を比較研究することにより、今後の，我々の食のあり方を再検討
することを目的とした。研究成果は当初目的通りにほぼ達成され、すでに複数の論文を専門誌に発表した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 食のグローバル化は世界の人々の食行動に大きな変化を与えつつある。この変化は，伝統的食
事(Traditional eating)と現代的食事(Modern eating)との対比によって論じられてきた。現代
的食事は，砂糖，肉，油脂に特徴づけられ，伝統的食事は食物繊維，穀物に特徴づけられる
（e.g.,Chopra et al.,2002; Popkin & Gordon-Larse,2004; Popkin,2003, 2009; Popkin et 
al., 2012)。現代的食事において摂取されるものは高度に加工･精製された食品（ファーストフ
ード，冷凍食品，甘味飲料など）が多く，伝統的食事においては非加工・低加工の食品が多い
（e.g.,Monteiro et al.,2013; Popkin,2003)。伝統的食事は，生活地で生産された食品を摂取
（地産地消）する傾向が高いが（e.g., Trichopoulou et al., 2007)，現代的食事においては，
どの国（地域）で生産され，加工されたものかが不明である食品摂取の傾向が高い。 
 健康の側面からみていくと，WHO は人々の病因・死亡因が感染性から非感染性の疾病に移行し，
その主要な原因が現代的食事にあると警告した(World health report 1997; Chopra, Galbraith 
& Darnton-Hill, 2002)。WHO は，現代的食事とは肉と油脂成分の多い食品に特徴づけられ，肥
満，糖尿病，心臓疾患といった非感染性疾病（生活習慣病）をもたらす主要な原因とみなし，過
栄養化した現代的食事を問題視している。伝統的食事は脂質割合が少ないということからしば
しば健康的食事として推奨されている(e.g, German Nutrition Society, 2015)。 
 以上を要約すると，現代的食事とは，第 1に，砂糖，肉，油脂を用いた過栄養食品であること。
第 2 に，巨大化したフードシステムによって生産され，供給されていること。第 3 に，種子生
産，穀物生産，畜産物生産，それら生産物の加工・商品化，商品の保存・供給が，多くの国境を
越えておこなわれていること（食のグローバル化）。第 4に，72 億人(2015 年)の世界人口を支え
るとともに，20億人近くの過体重者／肥満者を生み出していること。第 5に，非感染性疾病（生
活習慣病）をもたらすリスクが高いこと，の 5点である。研究開始時の背景には現代的食事が有
するこれらの諸問題があった。 
 
２．研究の目的 
 現在の実態を知るために，伝統的／現代的食事の摂取状況と摂食動機との関連性を，世界 10
ヶ国で調査する。統一された測定ツール（調査質問票）を作成し，可能な限り共通する調査方法
を用いることにより，同一水準での比較を行う。さらに分析に当たっては，国（文化），個人間，
個人内の 3水準間における混乱が生じないように注意する。 
 調査予定の国々は，ガーナ，インド，中国，トルコ，メキシコ，ブラジル，アメリカ，ドイツ，
フランス，日本の 10ヶ国である。これらの選定基準は，1)経済規模( World Bank, 2015)，2)飢
餓状態にないこと，3)地理，言語，宗教における多様性が見られること，4)人々の所得，肥満の
程度がある程度変動していること，5)本研究申請に際しておこなった事前打診において，調査実
施協力を内諾された研究者が存在することの 5点である。 
 
３．研究の方法 
 世界 10カ国において共有使用可能な測定ツール（調査質問票）である TradEat ならびに TEMS-
R を開発し、それらを用いてデータを収集する。TradEat は伝統的か現代的かの 2軸から，食行
動を測定するツールである。現代的食事は，砂糖，肉，油脂に特徴づけられ，伝統的食事は食物
繊維，穀物に特徴づけられる（e.g.,Chopra et al.,2002; Popkin & Gordon-Larse, 2004; Popkin, 
2003, 2009; Popkin et al., 2012)。現代的食事において摂取されるものは高度に加工･精製さ
れた食品（ファーストフード，冷凍食品，甘味飲料など）が多く，伝統的食事においては非加工・
低加工の食品が多い（e.g.,Monteiro et al., 2013; Popkin, 2003)。また伝統的食事は，生活
地で生産された食品の摂取（地産地消）する傾向が高く（e.g., Trichopoulou et al., 2007)，
現代的食事は，どの国（地域で）生産され，加工されたものかが不明であるものを摂取する傾向
が高い。 
 さらに TradEat では，“何を”食べるか，“いかに”食べるかという２側面からの測定を行う。
“何を”については 1)摂取対象：肉，砂糖，油脂，穀物，食物繊維，2)加工度：ファーストフー
ド，冷凍食品，ソフトドリンク，非加工食品，3)由来：グローバル食品，地元生産加工食品の 3
次元構成とし，“いかに”については 1) 摂取時刻：伝統的に決められた時刻か不定期か，2)摂
取場所：家庭内か家庭外か，3)共食：誰と一緒に食べるか一人で食べるかの 3 次元構成とした。 
 TEMS-R は一般成人の摂食動機を，網羅的かつ包括的に測定するツールである。すでに、本研
究の海外研究協力者である Renner (Konstanz 大学，独)らが TEMS(Renner et al., 2012)を開発
しており，TEMS-R ではそれを発展させ、より汎用性に富んだものとする。TEMS は，好み(Liking)，
習慣(Habits)，必要・飢餓（Need & Hunger)，健康(Health)，利便性(Convenience)，快(Pleasure)，
伝統食(Traditonal Eating)，自然志向(Natural Concerns)，社交(Sociability)，価格(Price),
見かけのよさ(Visual Appeal)，体重統制(Weight Control)，感情調整(Affect Regulation)，社
会規範（Social Norms)，社会イメージ(Social Image)という 15の動機（因子）によって構成さ
れている。 
 世界 10 カ国調査は、各国の通信インフラ設備の程度が異なるために、各国の事情に合わせ，
1)インターネットを介した調査，2)携帯電話を介した調査，3)印刷媒体を介した調査，4)インタ
ビュー調査のいずれかによるものとした。アメリカ，ドイツ，フランス，日本については，主に
インターネットを媒体とする調査を行った。ガーナ，インド，中国，トルコ，メキシコ，ブラジ



ルについてはインターネットを介した調査だけでは十分なサンプルが集められなかったため各
国の実情に合わせて，部分的に携帯電話通話を介した調査をおこなった。またこれらの国々では、
携帯電話を介した調査と並行させ，印刷媒体を介した調査も行った。それぞれの調査対象国の状
況に応じて，インタビュー調査も並行して行った。 
 研究進行に関する連絡，打ち合わせ等は原則として電子メールを介して行なうが，対面での意
見交換が必要であるため，ほぼ毎年各国の調査実施者が集まることとした。特に 2017 年は本科
研による招聘事業として、沖縄、那覇において 10 カ国それぞれの研究者を集め国際会議を開催
する。また本科研最終年度である 2019 年においては、日本心理学会においてシンポジウムを開
催する。 
 
４．研究成果 
(1)TradEat ならびに TEMS-R の作成：海外研究協力者である Dr. Sproesser を中心に，世界 10
カ国それぞれの調査国で使用されている言語に翻訳されたものを作成した。翻訳版の作成にあ
たってはバック・トランスレーションの手法によってその内容妥当性を検証した。 
(2)TradEat ならびに TEMS-R によるデータの収集:第３年度（2018 年度）に世界 10 カ国のデー
タ収集を完了させた。データ収集は容易ではなく日本においても数度にわたり質問紙調査、イン
ターネット調査を繰り返した。またガーナ、ブラジルなどの国々では人海戦術を取り個別調査に
よってデータを収集した。 
(3)研究結果の部分的な公開・発表:TradEat ならびに TEMS-R によって収集されたデータはその
処理をほぼ終了し、2020 年に論文として投稿する準備ができつつある。それに先立ち，得られ
たデータの一部並びに本研究の意義と目的等に関して複数の論文を作成し、投稿し、受理され、
公刊された。 
 2019 年には、日本心理学会年次大会シンポジウムにおいて研究内容の一部を発表した。この
シンポジウムは研究代表者と研究分担者が企画し、さらに話題提供を行うというものであった。 
(4)学術的貢献:本研究の学術的背景に関して,研究代表者自身が編著者となり「食行動の科学:
『食べる』を読みとく」(2017),「グローバル化の進行とローカル文化の行方」(2018)と題する
2 冊の書籍を刊行した。また 2019 年度にオンライン出版された Handbook of Eating and 
Drinking: Interdisciplinary Perspectives(edited by H. L. Meiselman)においては,研究代
表者と研究分担者の連名で「日本の食の伝統と現在」に関する一章を執筆した。なおこの書籍は
2020 年 5 月にハードコピーとして出版された。 
(5)TEP10 の設立:2017 年に，本科研による招聘事業として、世界 10カ国での調査を担当する研
究者を沖縄、那覇に招聘して国際研究集会を開催した。そこでは様々な議論が行われ、なかでも
心理学の観点から「伝統的な食行動」がこれからの食のあり方を考えていく上で重要であるとの
意見の一致をみた。またそのような認識を共有する組織体として TEP10(TRADITIONAL EATING 
PSYCHOLOGY in 10 COUNTRIES)を設立することが決まった。2019 年に刊行された論文(Sproesser 
et. al., 2019)では表題中に“the TEP10 framework”の文字を入れ TEP10 としての活動を強調
した。 
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